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北海道リハ支援センターの主な支援活動

１）補助金終了後の広域支援センター活動継続への支援

２）補助金終了予定の広域支援センターへの支援

３）広域支援センター代表者会議・研修会の開催

４）他の先駆的な活動を紹介し、圏域独自の活動を促す
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¥0 ¥612,275 ¥246,180 ¥883,570 ¥900,834 ¥897,985 合計

¥0 ¥581,263 ¥164,188 ¥56,326 ¥638,000 ¥295,570 その他

¥0 ¥0 ¥0 ¥4,040 ¥692,998 ¥175,933 総会・理事会

¥0 ¥20,000 ¥5,000 ¥0 ¥295,124 ¥99,203 講師派遣

¥0 ¥11,012 ¥2,753 ¥0 ¥782,269 ¥381,020 研修会
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¥0 ¥612,275 ¥262,101 ¥883,570 ¥900,834 ¥898,731 合計

¥0 ¥366,275 ¥91,597 ¥0 ¥834 ¥268 その他

¥0 ¥8,100 ¥2,025 ¥0 ¥0 ¥0 研修会

¥0 ¥345,000 ¥168,250 ¥0 ¥0 ¥0 会費

¥0 ¥0 ¥0 ¥883,000 ¥900,100 ¥898,464 補助金
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※平成20年度に実施したリハ推進会議活動状況調査に回答を得た15圏域の集計結果

広域支援センターの19年度決算比較



19年度 研修会開催回数(19年度)
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2.82.9平均
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※平成20年度に実施したリハ推進会議活動状況調査より回答を得た16圏域の集計から
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19年度講師バンクの登録・派遣状況(16圏域)
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終わりに

補助金終了後の広域支援センターの活動は、
継続し、一圏域とも活動停止はない。

北海道リハ支援センターは、補助金終了後
の広域支援センターの各圏域の特性を踏ま
えながらの活動を、今後も継続支援していく。


